ヤングケアラー ニ ナル イミン ノ コドモ タチ オオサカ ミナミ ノ ケーススタディ by 原 めぐみ et al.
――





















2000）や，越境家族のケア役割（Baldassar and Merla Ed. 2014），母国に残してきた子どもへの遠距
離での母親業（Maher and Chavkin Ed. 2010）など，先行研究が多数存在する。他方，移民の子ども
たちは，移住女性らの「ケアの受け手」として描かれており（Boris & Parre ãnas 2010, Celero 2014,










サポートを行っている18歳未満の子ども」と定義している（Becker, Dearden and Aldridge 2000）。
ケアの内容は，家の中の家事，一般的ケア，情緒面のサポート，身辺ケア，きょうだいの世話などが











化的スティグマがあるという見解が示されている（Centre for Multicultural Youth, and Ethnic





ほどに注目が集まっている（『朝日新聞』2021年 3 月 8 日）。
日本のヤングケアラー研究では，病気や障がいをもつ家族の介護や世話をするヤングケアラーの質
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筆者は2013年 9 月から2021年 3 月現在まで，大阪市で開催されている移民の子どもたちを対象に
した学習教室でフィールドワークを行っている。この学習教室の実行委員として関わりながら，教室
や行事での参与観察，および高校生や保護者，スタッフへの聞き取り調査を行った2。この学習教室
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